
JP 2010-2433 A 2010.1.7

10

(57)【要約】
【課題】マニュアルフォーカス時の操作性を向上させる
ことが可能な撮像装置を提供する。
【解決手段】撮像装置１は、着脱式の撮影レンズ３を装
着する装着部Ｍｔと、本体側連結部材ＣＰ１と、負荷付
与手段６０とを備える。撮影レンズ３が当該装着部Ｍｔ
に装着されるときに、本体側連結部材ＣＰ１は、撮影レ
ンズ３のレンズ側連結部材ＣＰ２と連結し、撮影レンズ
３内のフォーカスレンズの移動動作に連動して回転する
。また、負荷付与手段６０は、本体側連結部材ＣＰ１に
対して制動負荷を付与する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着脱式の撮影レンズを装着する装着部と、
　前記撮影レンズが前記装着部に装着されるときに、前記撮影レンズのレンズ側連結部材
と連結し、前記撮影レンズ内のフォーカスレンズの移動動作に連動して回転する本体側連
結部材と、
　前記本体側連結部材に対して制動負荷を付与する負荷付与手段と、
を備える撮像装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の撮像装置において、
　前記負荷付与手段による制動負荷の大きさを調整する負荷調整手段、
をさらに備える撮像装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の撮像装置において、
　前記負荷調整手段は、
　　前記制動負荷の大きさを変更する負荷調整機構と、
　　前記負荷調整機構を駆動する駆動部と、
を有する、撮像装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の撮像装置において、
　前記装着部に装着される前記撮影レンズの種類を検出する検出手段、
をさらに備え、
　前記駆動機構は、前記装着部に装着される前記撮影レンズの種類に応じて、前記制動負
荷の大きさを変更する、撮像装置。
【請求項５】
　請求項２に記載の撮像装置において、
　前記負荷調整手段は、
　　操作者の操作力によって前記制動負荷の大きさを変更する負荷調整機構、
を有する、撮像装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の撮像装置において、
　前記負荷付与手段は、前記本体側連結部材に接触して摩擦力を付与する制動部材を有す
る、撮像装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の撮像装置において、
　前記負荷付与手段は、
　　前記本体側連結部材の回転動作に連動して回転する回転部材と、
　　前記回転部材に接触して摩擦力を付与する制動部材と、
を有する、撮像装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の撮像装置において、
　装置本体部内に設けられ、前記本体側連結部材に対して回転駆動力を付与して、前記レ
ンズ側連結部材を介して前記フォーカスレンズを移動させるＡＦ駆動手段と、
　前記撮影レンズのフォーカス動作に関して、オートフォーカスモードとマニュアルフォ
ーカスモードとの一方を選択する選択手段と、
を備え、
　前記オートフォーカスモードが選択される場合に、前記ＡＦ駆動手段による駆動力が前
記本体側連結部材に対して付与され、
　前記マニュアルフォーカスモードが選択される場合に、前記負荷付与手段による制動負
荷が前記本体側連結部材に対して付与される、撮像装置。



(3) JP 2010-2433 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

【請求項９】
　請求項８に記載の撮像装置において、
　前記撮影レンズがＡＦ用駆動源内蔵型レンズであるか或いはＡＦ用駆動源非内蔵型レン
ズであるかを判定する判定手段、
をさらに備え、
　前記撮影レンズが前記ＡＦ用駆動源非内蔵型レンズであり且つ前記オートフォーカスモ
ードが選択される場合に、前記ＡＦ駆動手段による駆動力が前記本体側連結部材に対して
付与され、
　前記撮影レンズが前記ＡＦ用駆動源非内蔵型レンズであり且つ前記マニュアルフォーカ
スモードが選択される場合に、前記負荷付与手段による制動負荷が前記本体側連結部材に
対して付与される、撮像装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルカメラなどの撮像装置に関し、特に、レンズ交換式の撮像装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　レンズ交換式の一眼レフカメラにおいては、カメラ本体側にフォーカスレンズの駆動源
（ＡＦモータ等）を備えることを前提にして、撮影レンズ側にはフォーカスレンズの駆動
源（ＡＦ用駆動源とも称する）を備えないものが存在する。このような撮影レンズ（以下
「ＡＦ用駆動源非内蔵型レンズ」とも称する）においては、カメラ本体側に設けられたＡ
Ｆ用駆動源からの駆動力がカプラ（詳細には、本体側連結部材およびレンズ側連結部材）
を介して伝達される。このようにカメラ本体側からの駆動力がレンズ側へと伝達されるこ
とにより、撮影レンズ内のフォーカスレンズが自動的に駆動される（例えば特許文献１参
照）。
【０００３】
　一方で、比較的新しい撮影レンズにおいては、ＡＦ用駆動源を撮影レンズ側に備えるタ
イプのもの（以下「ＡＦ用駆動源内蔵型レンズ」とも称する）が多くなってきている。
【０００４】
　そして、このような比較的新しい撮影レンズ（「ＡＦ用駆動源内蔵型レンズ」）が装着
されることを前提にして、最近のカメラ本体はＡＦモータ等のＡＦ用駆動源を備えないこ
とが多くなってきている。これにより、カメラ本体側の軽量化およびカメラ本体側のコス
トダウンが実現され得る。
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－３２２９８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、レンズ交換式の撮像装置（一眼レフカメラ等）においては、撮影レンズとカ
メラ本体との多様な組合せが存在する。
【０００７】
　そして、そのような組合せの一例として、「ＡＦ用駆動源非内蔵型レンズ」（端的に言
えば、比較的古いレンズ）を、ＡＦ用駆動源を備えないカメラ本体（端的に言えば、比較
的新しいカメラ本体）に装着して利用する状況が想定される。この場合、カメラ本体側に
ＡＦ用駆動源が存在しないためオートフォーカス駆動を行うことは出来ないが、手動でフ
ォーカスレンズを移動させるマニュアルフォーカス操作によって撮影を行うことは可能で
ある。
【０００８】
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　しかしながら、ＡＦ用駆動源を備えないカメラ本体に「ＡＦ用駆動源非内蔵型レンズ」
を装着してマニュアルフォーカス操作を行う場合、カメラ本体にＡＦ用駆動源が存在しな
いため、レンズ側のカプラが本体側のＡＦ用駆動源に連結されることはない。また特に、
ＡＦ用駆動源を備えないカメラ本体は「ＡＦ用駆動源内蔵型レンズ」と組み合わせて使用
されることを前提としているため、通常、本体側には駆動力伝達用のカプラ（本体側連結
部材）が設けられていない。
【０００９】
　このような場合、レンズ側のカプラにはほとんど負荷が加わらない状態になる。そのた
め、フォーカスレンズは非常に小さな力が加わるだけで比較的大きく移動してしまう。例
えば、撮影レンズのマニュアルフォーカス調整用のリングに少し触れるだけでフォーカス
レンズ位置が大きく移動してしまうなど、微妙なフォーカス調整動作が困難になる、とい
う問題が存在する。
【００１０】
　したがって、マニュアルフォーカス時の操作性を向上させることが望まれる。
【００１１】
　また、マニュアルフォーカス時の操作性向上は、ＡＦ用駆動源を備えないカメラ本体を
用いる場合だけでなく、ＡＦ用駆動源を備えるカメラ本体を用いる場合にも望まれる。
【００１２】
　そこで、この発明の課題は、マニュアルフォーカス時の操作性を向上させることが可能
な撮像装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明に係る撮像装置は、着脱式の撮影レンズを装着する装着部と、前記撮影レンズが
前記装着部に装着されるときに、前記撮影レンズのレンズ側連結部材と連結し、前記撮影
レンズ内のフォーカスレンズの移動動作に連動して回転する本体側連結部材と、前記本体
側連結部材に対して制動負荷を付与する負荷付与手段とを備える。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、マニュアルフォーカス時の操作性を向上させることが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１６】
　　＜１．第１実施形態＞
　図１は、本発明の実施形態に係る撮像装置１（１Ａ）の外観構成を示す斜視図である。
この撮像装置１は、レンズ交換式一眼レフレックスタイプのデジタルカメラとして構成さ
れている。
【００１７】
　図１に示すように、撮像装置１Ａは、カメラ本体部（カメラボディ）２（２Ａ）を備え
ている。このカメラ本体部２に対して、交換式（着脱式）の撮影レンズユニット（交換レ
ンズ）３が着脱可能である。なお、図１では、撮影レンズユニット３が離脱された状態が
示されているが、実際の撮影動作は、撮影レンズユニット３が装着された状態で実行され
る。
【００１８】
　カメラ本体部２は、撮影レンズユニット３が装着される円環状のマウント部（装着部）
Ｍｔを正面略中央に備え、撮影レンズユニット３を着脱するための着脱ボタン８９を円環
状のマウント部Ｍｔ付近に備えている。
【００１９】
　撮影レンズユニット３は、鏡胴、ならびに、鏡胴の内部に設けられるレンズ群３７（図
２参照）及び絞り等によって構成される。レンズ群３７（撮影光学系）には、光軸方向に
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移動することによって焦点位置を変更するフォーカスレンズ等が含まれている。
【００２０】
　上述したように、このカメラ本体部２に対しては、様々な撮影レンズユニット（以下、
単に撮影レンズとも称する）３が選択的に装着可能である。より具体的には、このカメラ
本体部２に対しては、フォーカスレンズを駆動するＡＦ用駆動源（ＡＦモータ等）を内蔵
する撮影レンズ（「ＡＦ用駆動源内蔵型レンズ」あるいは単に「内蔵型レンズ」とも称す
る）が装着可能である。また、このカメラ本体部２に対しては、当該ＡＦ用駆動源を内蔵
しない撮影レンズ（「ＡＦ用駆動源非内蔵型レンズ」あるいは単に「非内蔵型レンズ」と
も称する）も装着可能である。
【００２１】
　また、カメラ本体部２は、正面左端部に撮影者が把持するためのグリップ部１４を備え
ている。グリップ部１４の上面には露光開始を指示するためのレリーズボタン１１が設け
られている。グリップ部１４の内部には電池収納室とカード収納室とが設けられている。
電池収納室にはカメラの電源として、例えばリチウムイオン電池などの電池が収納されて
おり、カード収納室には撮影画像の画像データを記録するためのメモリカード９０（図２
参照）が着脱可能に収納される。
【００２２】
　レリーズボタン１１は、半押し状態Ｓ１と全押し状態Ｓ２との２つの状態を検出可能な
２段階検出ボタンである。レリーズボタン１１は、両状態Ｓ１，Ｓ２の検出結果に応じて
、撮影準備指令ＤＲ１と撮影開始指令ＤＲ２とを受け付ける。
【００２３】
　レリーズボタン１１が半押しされ半押し状態Ｓ１になると、撮像装置１は、撮影準備指
令（ないし露光準備指令とも称する）Ｄ１が操作者によって付与されたものと判定する。
そして、撮影準備指令ＤＲ１に応答して、被写体に関する記録用静止画像（本撮影画像）
を取得するための準備動作（例えば、ＡＦ制御動作およびＡＥ制御動作等）が行われる。
【００２４】
　また、レリーズボタン１１がさらに押し込まれて全押し状態Ｓ２になると、撮像装置１
は、撮影開始指令（ないし露光開始指令とも称する）Ｄ２が付与されたものと判定する。
そして、撮影開始指令ＤＲ２に応答して、当該本撮影画像の撮影動作（撮像素子５（後述
）を用いて被写体像（被写体の光像）に関する露光動作が行われ、その露光動作によって
得られた画像信号に所定の画像処理を施す一連の動作）が行われる。
【００２５】
　つぎに、図２を参照しながら、撮像装置１の機能の概要について説明する。図２は、撮
像装置１の機能構成を示すブロック図である。
【００２６】
　図２に示すように、撮像装置１のカメラ本体部２は、撮像素子５、Ａ／Ｄ変換回路７、
デジタル信号処理回路５０、画像メモリ５６、ＬＣＤドライバ１８、背面モニタ（ＬＣＤ
）１２、ＡＦモジュール２０および全体制御部１０１等を備える。
【００２７】
　撮像素子（例えばＣＣＤセンサ）５は、撮影レンズユニット３からの被写体の光像（被
写体像）を光電変換作用により電気的信号に変換する受光素子であり、本撮影画像に係る
画像信号（記録用の画像信号）を生成する。撮像素子５は、記録画像取得用の撮像素子で
あるとも表現される。
【００２８】
　撮像素子５は、全体制御部１０１からの駆動制御信号（蓄積開始信号および蓄積終了信
号）に応答して、受光面に結像された被写体像の露光（光電変換による電荷蓄積）を行い
、当該被写体像に係る画像信号を生成する。
【００２９】
　撮像素子５で取得された画像信号は、Ａ／Ｄ変換回路７によってデジタル画像データ（
画像データ）に変換される。この画像データは、デジタル信号処理回路５０に入力される
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。
【００３０】
　デジタル信号処理回路５０は、Ａ／Ｄ変換回路７から入力される画像データに対してデ
ジタル信号処理を行い、撮像画像に係る画像データを生成する。デジタル信号処理回路５
０は、黒レベル補正回路、ホワイトバランス（ＷＢ）回路、γ補正回路等を備え、各種の
デジタル画像処理を施す。なお、デジタル信号処理回路５０によって処理された画像信号
（画像データ）は、画像メモリ５６に格納される。画像メモリ５６は、生成された画像デ
ータを一時的に記憶するための、高速アクセス可能な画像メモリであり、複数フレーム分
の画像データを記憶可能な容量を有する。
【００３１】
　本撮影時には、画像メモリ５６に一時記憶される画像データは、全体制御部１０１にお
いて適宜画像処理（圧縮処理等）が施された後、メモリカード９０に記憶される。
【００３２】
　また、画像メモリ５６に一時記憶される画像は、全体制御部１０１の表示制御部１１５
（後述）の制御下において背面モニタ１２に表示される。これによって、本撮影に関する
確認用画像であるアフタービュー画像を撮影指令に応じて表示する確認表示（アフタービ
ュー表示）、および撮影済みの画像を再生する再生表示等が実現される。なお、背面モニ
タ１２の表示動作は、表示制御部１１５およびＬＣＤドライバ１８等によって制御される
。
【００３３】
　ＡＦモジュール２０は、撮影レンズユニット３を通過しミラー機構を介して進入してき
た光を用いて、位相差方式等の合焦状態検出手法により被写体の合焦状態を検出すること
が可能である。位相差方式のＡＦモジュール２０を用いることによれば、非常に高速に合
焦レンズ位置を求めることができる。
【００３４】
　全体制御部１０１は、マイクロコンピュータとして構成され、主にＣＰＵ、メモリ、及
びＲＯＭ（例えばＥＥＰＲＯＭ）等を備える。全体制御部１０１は、ＲＯＭ内に格納され
るプログラムを読み出し、当該プログラムをＣＰＵで実行することによって、各種機能を
実現する。
【００３５】
　全体制御部１０１は、ＡＦ制御部１１１、レンズ判別部１１３、表示制御部１１５を有
している。
【００３６】
　レンズ判別部１１３は、電気接点ＣＴ（詳細には本体側電気接点ＣＴ１およびレンズ側
電気接点ＣＴ２）を介して撮影レンズユニット３内のＲＯＭ３１と通信することによって
、装着中の撮影レンズユニット３のレンズ識別情報（例えばレンズ番号）等を受信する。
レンズ判別部１１３は、受信した当該情報に基づいて、撮影レンズユニット３のレンズ種
類を判別することが可能である。
【００３７】
　ＡＦ制御部（合焦制御部）１１１は、合焦対象のＡＦエリアに関する合焦用情報を用い
て合焦制御を実現する。この合焦用情報としては、ＡＦモジュール２０によって検出され
た合焦レンズ位置等が用いられる。
【００３８】
　撮像装置１Ａにおいては、装着中の撮影レンズユニット３の種類によって、ＡＦ駆動動
作の可否等が異なっている。
【００３９】
　この撮像装置１Ａにおいては、撮影レンズユニット３として「（ＡＦ用駆動源）内蔵型
レンズ」がカメラ本体部２に装着されている場合には、ＡＦ動作を実行することが可能で
ある。具体的には、ＡＦ制御部１１１からの制御信号を電気接点ＣＴを介して当該撮影レ
ンズユニット３内のレンズ駆動部（不図示）に対して送信することによって、撮影レンズ
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ユニット３内に設けられたＡＦ駆動用の駆動源（ＡＦモータ等）が駆動される。そして、
この駆動動作に応じて、撮影レンズユニット３内のフォーカスレンズが光軸方向において
合焦位置へと移動され、合焦動作が実現される。
【００４０】
　一方、この撮像装置１Ａにおいては、撮影レンズユニット３として「（ＡＦ用駆動源）
非内蔵型レンズ」がカメラ本体部２に装着されている場合には、ＡＦ動作を実行すること
は不可能である。この撮像装置１には、ＡＦ用駆動源がカメラ本体部２に設けられていな
いからである。
【００４１】
　ただし、上述したように、撮影レンズユニット３として「（ＡＦ用駆動源）非内蔵型レ
ンズ」がカメラ本体部２に装着されている場合、マニュアルフォーカス操作による撮影動
作を行うことは可能である。
【００４２】
　しかしながら、ＡＦ用駆動源を備えないカメラ本体部２に「非内蔵型レンズ」を装着し
て利用する場合において、通常の技術を用いると、上述したような問題が発生してしまう
。具体的には、「非内蔵型レンズ」の装着時には、そのカプラＣＰ（詳細にはレンズ側連
結部材ＣＰ２）（図３参照）に対しては負荷がほぼ加わらない状態になる。そのため、フ
ォーカスレンズは、非常に小さな力が加わるだけで比較的大きく移動してしまうなど、そ
の動作が不安定になる。その結果、フォーカスレンズに関する微妙な調整動作が困難にな
る、という問題が発生する。また、特に、比較的重いレンズを有する撮影レンズユニット
３が装着されている場合には、カメラを下方に傾けると、レンズの自重によってフォーカ
スレンズが容易に移動してしまうこともある。
【００４３】
　そこで、この実施形態においては、カメラ本体部２に負荷付与部６０を設け、当該負荷
付与部６０を用いて、カプラＣＰ（より詳細には本体側連結部材）の回転動作に対して制
動負荷を付与する。
【００４４】
　図３は、「非内蔵型レンズ」が撮影レンズユニット３としてカメラ本体部２に装着され
る状況を示す図である。
【００４５】
　図３に示すように、「非内蔵型レンズ」には、カプラＣＰの一部としてレンズ側連結部
材ＣＰ２が設けられている。一方、このカメラ本体部２側には本体側連結部材ＣＰ１がカ
プラＣＰの一部として設けられている。本体側連結部材ＣＰ１およびレンズ側連結部材Ｃ
Ｐ２は、それぞれ、軸受部材（ＢＲ１，ＢＲ２）により軸支され、回動可能に設けられて
いる。より詳細には、図４の拡大図に示すように、円環状のマウント部Ｍｔにおいて、円
柱状の本体側連結部材ＣＰ１は、その一端面が表出した状態で設けられている。また、当
該一端面においては、凸部分ＰＴが設けられている。撮影レンズユニット３がマウント部
Ｍｔに装着されるときには、撮像装置１の当該凸部分ＰＴは、撮影レンズユニット３の対
応する位置に設けられたレンズ側連結部材ＣＰ２の凹部分ＰＡ（図３参照）と係合して連
結される。これにより、本体側連結部材ＣＰ１とレンズ側連結部材ＣＰ２とが連結され一
体化して回転する。また、本体側連結部材ＣＰ１は、レンズ側連結部材ＣＰ２を介して撮
影レンズユニット３内のフォーカスレンズの移動機構ＬＭに連結される。この結果、本体
側連結部材ＣＰ１およびレンズ側連結部材ＣＰ２は、フォーカスレンズの移動動作に連動
して回転する。
【００４６】
　さらに、このカメラ本体部２には負荷付与部６０が設けられている。この負荷付与部６
０は、本体側連結部材ＣＰ１の回転動作に対して制動負荷を付与する。
【００４７】
　図３および図５に示すように、負荷付与部６０は、円柱軸状の本体側連結部材ＣＰ１の
外周表面に設けられる制動パッド６１と、当該制動パッド６１を本体側連結部材ＣＰ１側
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に向けて押し付ける力（弾性力）を付与する弾性力付与バネ６２とを備えている。弾性力
付与バネ６２は、制動パッド（制動部材）６１とカメラ本体部２に固定された固定部材と
の間において、自然長よりも収縮した状態で設けられている。このように制動パッド６１
が本体側連結部材ＣＰ１に適宜の押し付け力が付与された状態で接触しているため、本体
側連結部材ＣＰ１が回転するときには、制動パッド６１から本体側連結部材ＣＰ１へと制
動力（摩擦力）が付与される。
【００４８】
　このような制動力は、制動パッド６１から本体側連結部材ＣＰ１へと伝達され、さらに
レンズ側連結部材ＣＰ２を介して、撮影レンズユニット３内のフォーカスレンズの移動機
構ＬＭへと伝達される。そのため、撮影レンズユニット３内のフォーカスレンズは、その
移動時に、適度の制動負荷を伴って移動される。したがって、フォーカスレンズに対して
非常に小さな力が加わるだけで当該フォーカスレンズが比較的大きく移動してしまうとい
う状況は回避され、フォーカスレンズに関する微妙な調整動作を行うことが可能になる。
【００４９】
　例えば、操作者が撮影レンズユニット３のマニュアルフォーカスリングを回転させると
きには、フォーカスレンズの光軸方向の移動に伴って、本体側連結部材ＣＰ１およびレン
ズ側連結部材ＣＰ２等を介して適度の制動力（制動負荷）が作用する。したがって、微妙
な調整動作を行うことが可能になる。
【００５０】
　また特に、静止状態においては、負荷付与部６０による制動力（特に静止摩擦力）が本
体側連結部材ＣＰ１およびレンズ側連結部材ＣＰ２を介してフォーカスレンズに対して作
用することによって、フォーカスレンズが移動しにくくなる。したがって、比較的重いレ
ンズを有する撮影レンズユニット３が装着されている場合においても、レンズの自重に起
因する（重力の作用による）フォーカスレンズの移動を防止することが可能である。
【００５１】
　以上のように、マニュアルフォーカス時の操作性を向上させることが可能である。
【００５２】
　なお、この第１実施形態においては、本体側連結部材ＣＰ１に対して直接的に制動負荷
を付与する場合を例示したが、これに限定されない。例えば、本体側連結部材ＣＰ１に対
して間接的に制動負荷を付与するようにしてもよい。図６は、このような変形例に係る構
成を示す図である。図６においては、本体側連結部材ＣＰ１の回転軸の後端部（図６の右
側）に歯車（ギア）ＧＲ１が設けられるとともに、当該歯車ＧＲ１に噛み合う別の歯車Ｇ
Ｒ２が設けられている。そして、当該別の歯車ＧＲ２の回転軸部材６９に制動パッド６１
を接触させることによって、制動負荷が付与される。このような態様によっても、本体側
連結部材ＣＰ１に対して制動負荷を付与することが可能である。
【００５３】
　　＜２．第２実施形態＞
　第２実施形態は、第１実施形態の変形例である。以下では、第１実施形態との相違点を
中心に説明する。
【００５４】
　図７は、第２実施形態に係る撮像装置１Ｂの機能構成を示すブロック図である。図７に
示すように、撮像装置１Ｂは、第１実施形態に係る撮像装置１Ａの構成に加えて、負荷調
整部７０をさらに備えている。
【００５５】
　また、図８は、負荷付与部６０および負荷調整部７０付近の構成を示す概略図である。
図８に示すように、この撮像装置１Ｂにおいても、撮像装置１Ａと同様の負荷付与部６０
が設けられている。すなわち、制動パッド６１および弾性力付与バネ６２等が設けられて
いる。
【００５６】
　ただし、この撮像装置１Ｂにおいては、負荷調整部７０によって、弾性力付与バネ６２
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から制動パッド６１に作用する押し付け力の大きさを調整することが可能である。
【００５７】
　具体的には、負荷調整部７０は、第１スライダ７１と第２スライダ７２とを含む負荷調
整機構を備えている。第１スライダ７１と第２スライダ７２とはそれぞれのスライド方向
が互いに約９０度異なっている。
【００５８】
　第１スライダ７１は、１つの制動パッド６１に対して弾性力付与バネ６２を介して接続
されている。この弾性力付与バネ６２は、自然長よりも収縮した状態で設けられている。
そのため、制動パッド６１は、適度の押し付け力が付与された状態で本体側連結部材ＣＰ
１に接触している。
【００５９】
　第１スライダ７１と第２スライダ７２とは、両者の斜行部で互いに接しており、それぞ
れの移動方向は互いに約９０度異なっている。具体的には、第１スライダ７１の下端面は
、第１スライダ７１の移動方向（上下方向）に対して斜行する面として形成されている。
また、第２スライダ７２の上面も、第１スライダ７１の移動方向（上下方向）に対して第
１スライダ７１の当該下端面と同様の角度で斜行している。また、第１スライダ７１の下
端面（斜行面）は、第２スライダ７２の上面（斜行面）に接している。そして、第２スラ
イダ７２の上面は、左右方向において、第１スライダ７１の下端面よりも大きな範囲にわ
たって存在する。第２スライダ７２が左右方向に移動すると、当該斜行面（接触部）にお
ける方向変更機能によって、第２スライダ７２の左右方向における変位は、第１スライダ
７１の上下方向における変位に変更される。
【００６０】
　また、第２スライダ７２の一部は、カメラ本体部２の表面に露出しており、操作者の操
作力によって移動させることが可能である。操作者が操作力を付与して第２スライダ７２
を移動させると、第２スライダ７２の移動に応じて第１スライダ７１の上下方向における
位置(押し付け力付与方向における位置）が変更される。例えば、第２スライダ７２が右
方向に移動すると、第１スライダ７１が下向きに移動して押し付け力が低減される。逆に
、第２スライダ７２が左方向に移動すると、第１スライダ７１が上向きに移動して押し付
け力が増大される。これにより、負荷調整部７０は、負荷付与部６０による制動負荷の大
きさを調整することができる。なお、第２スライダ７２の下面の一部は、カメラ本体部２
の内面と接触しており、両者の接触部分には比較的大きな摩擦力が作用している。このた
め、操作者が第２スライダ７２から指を離しても、第２スライダ７２は、その存在位置を
維持することが可能である。
【００６１】
　このような調整動作（手動調整動作）によれば、マニュアルフォーカス時におけるフォ
ーカスリングの操作感をより適切に調整することができる。また、特に、フォーカスリン
グの制動力を各ユーザの好みに合わせて調整することができる。換言すれば、フォーカス
リングに関する操作感をユーザの好み等に応じて変更することが可能である。したがって
、ユーザの操作性をさらに高めることができる。
【００６２】
　　＜３．第３実施形態＞
　第３実施形態は、第２実施形態の変形例である。以下では、第２実施形態との相違点を
中心に説明する。
【００６３】
　図９は、第３実施形態に係る撮像装置１Ｃの機能構成を示すブロック図である。図９に
示すように、撮像装置１Ｃは、第２実施形態に係る撮像装置１Ｂの構成に加えて、負荷制
御部７９をさらに備えている。また、図１０に示すように、撮像装置１Ｃの負荷調整部７
０（７０Ｃ）は、負荷調整部７０の負荷調整機構（第２スライダ７２等）を駆動する駆動
部７５を有している。図１０は、負荷付与部６０および負荷調整部７０（７０Ｃ）付近の
構成を示す概略図である。
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【００６４】
　負荷調整部７０Ｃは、駆動部７５によって、制動負荷の大きさを変更することが可能で
ある。駆動部７５としては、直動モータ（リニアモータ）などの各種の駆動源が採用され
る。駆動部７５によって第２スライダ７２が左右方向に駆動されることによって、マニュ
アルフォーカス時におけるフォーカスリングの操作感を自動的に調整することが可能であ
る。換言すれば、この第３実施形態においては、負荷付与部６０による制動負荷の大きさ
が駆動部７５により電動式で調整される。
【００６５】
　ここでは、レンズ判別部１１３によって判別された撮影レンズユニット３のレンズ種類
に応じて、制動負荷の大きさが変更される。具体的には、駆動部７５は、マウント部Ｍｔ
に装着される撮影レンズの種類に応じて、第２スライダ７２の位置を変更する。これによ
って第１スライダ７１の位置が変更される。このような負荷調整に関する制御動作は、負
荷制御部７９によって実行される。
【００６６】
　図１１は、レンズ判別用のデータテーブルＴＢの一例を示す図である。このデータテー
ブルＴＢは、カメラ本体部２の全体制御部１０１のＲＯＭ内に格納されている。
【００６７】
　図１１に示すように、この撮像装置１Ｃにおいては、レンズ番号に応じた負荷の大きさ
（負荷ランク）と、当該負荷ランクに応じた第２スライダ７２の位置とが規定されている
。より詳細には、このデータテーブルＴＢには、レンズ番号（記号）「ＡＢ０００１」は
負荷ランク「１」に対応することが記憶されている。また、このデータテーブルＴＢには
、レンズ番号「ＡＢ０００１」の駆動部７５による駆動によって、第２スライダ７２が位
置Ｄ１（図１０も参照）に移動すべきことも記憶されている。同様に、このデータテーブ
ルＴＢには、レンズ番号「ＮＢ００１１」は、負荷ランク「４」に対応すること、および
、駆動部７５による駆動によって、第２スライダ７２が位置Ｄ４に移動すべきことが記憶
されている。なお、上述したように、第２スライダ７２の位置変更に応じて第１スライダ
７１の位置が変更されることによって、弾性力付与バネ６２および制動パッド６１を介し
て、第１スライダ７１から本体側連結部材ＣＰ１へと伝達される制動負荷の大きさが変更
される。
【００６８】
　これによれば、カメラ本体部２に装着中のレンズの種類に応じた制動力を、本体側連結
部材ＣＰ１およびレンズ側連結部材ＣＰ２を介してフォーカスレンズに伝達することが可
能である。これにより、レンズの種類に応じた適切な制動力が決定される。
【００６９】
　さらに、この制動負荷の大きさは、背面モニタ１２を用いた設定変更操作によって変更
されることも可能である。図１２は、設定変更画面Ｇ１の一例を示す図である。撮像装置
１Ｃの背面に設けられた十字ボタン（詳細にはアップボタンおよび／あるいはダウンボタ
ン）を操作者が操作することによって、マニュアルフォーカス時の負荷の大きさの設定値
（負荷ランク）が変更される。そして、この変更操作による変更後の設定値（負荷ランク
）に応じて、第２スライダ７２および第１スライダ７１が適宜の位置に移動する。これに
よれば、例えば、レンズに応じて予め設定された設定値をさらに変更することができる。
換言すれば、マニュアルフォーカス時のマニュアルリングの回転負荷の大きさに関して、
ユーザの好みをさらに反映させることができる。
【００７０】
　　＜４．第４実施形態＞
　　　＜４－１．概要＞
　第１実施形態から第３実施形態においては、カメラ本体部２にＡＦ用駆動源が設けられ
ていない場合を例示したが、本発明はこれに限定されない。カメラ本体部２にＡＦ用駆動
源が設けられている場合においても、本発明の思想を適用することができる。この第４実
施形態においては、そのような装置の一例について説明する。なお、以下では、第１実施



(11) JP 2010-2433 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

形態等との相違点を中心に説明する。
【００７１】
　第４実施形態に係る撮像装置１Ｄにおいては、撮影レンズユニット３として「（ＡＦ用
駆動源）内蔵型レンズ」がカメラ本体部２に装着されている場合には、上記各実施形態と
同様にＡＦ動作を実行することが可能である。すなわち、ＡＦ制御部１１１からの制御信
号を電気接点ＣＴを介して当該撮影レンズユニット３内のレンズ駆動機構（不図示）に対
して送信することによって、撮影レンズユニット３内に設けられたＡＦ駆動用の駆動源（
ＡＦモータ等）が駆動される。そして、この駆動動作に応じて、撮影レンズユニット３内
のフォーカスレンズが合焦位置へと移動され、合焦動作が実現される。
【００７２】
　また、この第４実施形態においては、撮影レンズユニット３として「非内蔵型レンズ」
がカメラ本体部２に装着されている場合にも、カメラ本体部２に設けられたＡＦ用駆動源
２５（図１３参照）を用いてＡＦ動作を実行することが可能である。
【００７３】
　さらに、撮影レンズユニット３として「非内蔵型レンズ」がカメラ本体部２に装着され
ている場合においては、負荷付与部６０等を用いて本体側連結部材ＣＰ１に対して制動負
荷を加えた状態でマニュアルフォーカス動作（ＭＦ動作）を実行することも可能である。
すなわち、このマニュアルフォーカス動作においては、マニュアルフォーカスリングの回
転抵抗を調整することが可能である。
【００７４】
　ここにおいて、ＡＦ駆動源を備える従来の撮像装置においては、「オートフォーカスモ
ード」から「マニュアルフォーカスモード」へ切り換えられると、マニュアルフォーカス
実行のため、ＡＦ駆動源と本体側のカプラ（本体側連結部材）との連結が解除される。し
かしながら、その場合には、上記と同様に、レンズ側のカプラに対してほとんど負荷が加
わらない状態になる。そのため、マニュアルフォーカス時において、フォーカスレンズは
非常に小さな力が加わるだけで比較的大きく移動してしまう、という問題が存在する。
【００７５】
　これに対して、この実施形態に係る撮像装置１Ｄによれば、マニュアルフォーカス動作
が選択される場合には、駆動切換部８０（後述）による切換動作に応じて、負荷付与部６
０によって制動負荷が本体側連結部材ＣＰ１に対して付与される。したがって、このよう
な問題を解消して、マニュアルフォーカス時の操作性を向上させることができる。
【００７６】
　以下では、主に、撮像装置１Ｄにおいて「非内蔵型レンズ」がカメラ本体部２に装着さ
れていることを前提として説明する。
【００７７】
　撮像装置１Ｄのフォーカスモードが「ＡＦモード」（オートフォーカスモード）に設定
されているときには、本体側連結部材ＣＰ１に対してＡＦ用駆動源２５が機械的に接続さ
れ、ＡＦ用駆動源２５を用いたＡＦ動作が実行される。一方、撮像装置１Ｄのフォーカス
モードが「ＭＦモード」（マニュアルフォーカスモード）に設定されているときには、駆
動切換部８０により、本体側連結部材ＣＰ１に対して負荷付与部６０が機械的に接続され
た状態へと切り換えられる。このように、駆動切換部８０は、本体側連結部材ＣＰ１に対
する接続対象部材を、ＡＦ用駆動源２５と負荷付与部６０との間で選択的に切り換える。
なお、フォーカスモード（フォーカス動作）に関する切換操作（設定操作）、すなわちＡ
Ｆモード（ＡＦ動作）とＭＦモード（ＭＦ動作）との一方を選択する操作は、ＡＦ／ＭＦ
切換部（選択部とも称する）８８を用いて行われる。ＡＦ／ＭＦ切換部８８の切換ボタン
８８ｂは、カメラ本体部２の前面（例えば、着脱ボタン８９（図１）の近傍位置）に設け
られ、操作者によって操作される。
【００７８】
　図１３は、第４実施形態に係る撮像装置１Ｄの機能構成を示すブロック図である。図１
３に示すように、撮像装置１Ｄは、第３実施形態に係る撮像装置１Ｃの構成に加えて、Ａ
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Ｆ用駆動源（ボディ内モータとも称する）２５、モータドライバ２９、駆動切換部８０、
ＡＦ／ＭＦ切換部８８等をさらに備えている。
【００７９】
　また、図１４は、ＡＦ用駆動源２５、駆動切換部８０、ＡＦ／ＭＦ切換部８８を含む駆
動機構を示す図である。
【００８０】
　図１４に示すように、駆動切換部８０は、クラッチ機構８３を有している。クラッチ機
構８３は、回転軸部材８１と、当該回転軸部材８１に固定された歯車（ギア）８３ａ，８
３ｂと、当該回転軸部材８１に固定された円盤部８５とを有している。
【００８１】
　歯車８３ｂは、中間歯車８４と噛み合っており、この中間歯車８４は、細長円柱形状の
本体側連結部材ＣＰ１の後端側（カメラ背面側（図１４の右側））に設けられた歯車ＧＲ
１と噛み合っている。これにより、クラッチ機構８３の回転軸部材８１の回転運動が本体
側連結部材ＣＰ１の回転運動として伝達される。
【００８２】
　クラッチ機構８３の後端側（図１４の右側）においては、円盤部８５の外周部の一部を
囲むように凹部８６ａが設けられる。また、当該凹部８６ａには接続部材８６の一端側が
接続され、当該接続部材８６は回転軸部材８１に対して略垂直方向に延びている。さらに
、接続部材８６の他端側にはＡＦ／ＭＦ切換部８８の切換スイッチ８８ｂが接続されてい
る。クラッチ機構８３（詳細には、回転軸部材８１、歯車８３ａおよび歯車８３ｂ）は、
切換スイッチ８８ｂの（図１４の）左右方向における移動に同期して左右方向に移動する
。そして、クラッチ機構８３は、切換スイッチ８８ｂの移動動作に応じて、次の２つの状
態を選択的に切り換える。
【００８３】
　一方の状態は、切換スイッチ８８ｂが「ＡＦモード」の位置に存在するときの状態であ
る。この状態においては、図１４に示すように、クラッチ機構８３が比較的右側（カメラ
背面側）に存在する。この状態においては、クラッチ機構８３の歯車８３ａが歯車２６ｃ
，２６ｂ，２６ａを介してＡＦ用駆動源２５の駆動軸に接続される。そして、この状態に
おいては、ＡＦ用駆動源２５の回転駆動力が、歯車２６ａ，２６ｂ，２６ｃ，８３ａ，８
３ｂ，８４を介して本体側連結部材ＣＰ１に伝達される。この回転駆動力は、本体側連結
部材ＣＰ１からレンズ側連結部材ＣＰ２に伝達され、さらに、撮影レンズユニット３内の
フォーカスレンズの移動機構ＬＭへと伝達される。このようにして、ＡＦ用駆動源２５の
回転駆動力が伝達され、撮影レンズユニット３内のフォーカスレンズが移動される。
【００８４】
　このように、「非内蔵型レンズ」が装着され且つオートフォーカスモードが選択されて
いる際には、ＡＦ用駆動源２５の回転駆動力が、本体側連結部材ＣＰ１およびレンズ側連
結部材ＣＰ２を介して撮影レンズユニット３内のフォーカスレンズの移動機構ＬＭへと伝
達される。この結果、ＡＦ動作が実現される。
【００８５】
　他方の状態は、切換スイッチ８８ｂが「ＭＦモード」の位置に存在するときの状態であ
る。この状態においては、図１５に示すように、クラッチ機構８３が比較的左側（カメラ
前面側）に存在する。この状態においては、クラッチ機構８３の歯車８３ａが歯車６５ｂ
に噛み合い、歯車６５ｂは歯車６５ａに噛み合う。この歯車６５ａは、回転軸部材６３に
固定されている。この結果、回転軸部材６３は、本体側連結部材ＣＰ１の回転動作に連動
して回転する。また、この回転軸部材６３に対しては、摩擦力による制動負荷が付与され
る。具体的には、第３実施形態と同様に、制動パッド６１および弾性力付与バネ６２等に
よる制動負荷が付与される。そして、回転軸部材６３に対して付与された当該制動負荷は
、歯車６５ａ，６５ｂ，８３ａ，８３ｂ，８４，ＧＲ１を介して本体側連結部材ＣＰ１に
伝達される。また、当該制動負荷は、本体側連結部材ＣＰ１からレンズ側連結部材ＣＰ２
に伝達され、さらに撮影レンズユニット３内のフォーカスレンズの移動機構ＬＭへと伝達
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される。なお、この態様は、図６と同様に、本体側連結部材ＣＰ１に対して間接的に制動
負荷が付与される態様であるとも表現される。
【００８６】
　このように、「非内蔵型レンズ」が装着され且つマニュアルフォーカスモードが選択さ
れている際には、制動パッド６１およびバネ６２等による当該制動負荷が回転軸部材６３
、本体側連結部材ＣＰ１およびレンズ側連結部材ＣＰ２を介して撮影レンズユニット３内
のフォーカスレンズの移動機構ＬＭへと伝達される。
【００８７】
　操作者がマニュアルフォーカス変更用のリングを回転させてマニュアルフォーカス操作
を行う際には、上述の制動負荷により、撮影レンズユニット３内のフォーカスレンズが適
度の制動力を受ける。したがって、撮影レンズユニット３内のフォーカスレンズは、適度
の負荷を伴って移動される。そのため、フォーカスレンズは非常に小さな力が加わるだけ
で比較的大きく移動してしまうことは回避され、微妙な調整動作を行うことが可能になる
。
【００８８】
　　　＜４－２．動作＞
　つぎに、この撮像装置１Ｄにおける制御動作についてより詳細に説明する。
【００８９】
　まず、撮像装置１Ｄは、撮影レンズユニット３が装着され且つ電源がオン状態にされる
と、レンズ判別部１１３を用いて、カメラ本体部２に装着されている撮影レンズユニット
３の識別情報を取得し、装着中のレンズの種類を判定する。具体的には、装着中のレンズ
が、「（ＡＦ用駆動源）内蔵型レンズ」であるか、あるいは、「（ＡＦ用駆動源）非内蔵
型レンズ」であるかが判定される。
【００９０】
　そして、装着中のレンズが「（ＡＦ用駆動源）内蔵型レンズ」であると判定され且つＡ
Ｆ／ＭＦ切換部８８の切換スイッチ８８ｂが「オートフォーカス」に設定されているとき
には、ＡＦ制御部１１１は、電気接点ＣＴを介して制御信号を伝達する。この制御信号に
より撮影レンズユニット３内のＡＦ用駆動源が駆動され、撮影レンズユニット３内のフォ
ーカスレンズが光軸方向において移動する。
【００９１】
　一方、装着中のレンズが「（ＡＦ用駆動源）非内蔵型レンズ」であると判定され且つＡ
Ｆ／ＭＦ切換部８８の切換スイッチ８８ｂが「オートフォーカス」に設定されているとき
には、ＡＦ制御部１１１は、次のような動作を実行する。すなわち、ＡＦ制御部１１１は
、ＡＦ用駆動源２５をモータドライバ２９等を用いて駆動して、ＡＦ用駆動源２５による
回転駆動力を本体側連結部材ＣＰ１に対して付与する。そして、この回転駆動力は、本体
側連結部材ＣＰ１に連結されたレンズ側連結部材ＣＰ２を介して、撮影レンズユニット３
内のフォーカスレンズの移動機構ＬＭに伝達される。これにより、撮影レンズユニット３
内のフォーカスレンズが光軸方向において移動する。
【００９２】
　また、ＡＦ／ＭＦ切換部８８の切換スイッチ８８ｂが「マニュアルフォーカス」に設定
されているときには、駆動切換部８０のクラッチ機構８３の位置移動に応じて、負荷付与
部６０による制動負荷が本体側連結部材ＣＰ１に対して付与される。特に、撮影レンズユ
ニット３が「非内蔵型レンズ」である場合には、当該制動負荷は、本体側連結部材ＣＰ１
からレンズ側連結部材ＣＰ２へとさらに伝達され、フォーカスレンズの移動に関する制動
力として機能する。
【００９３】
　なお、撮影レンズユニット３が「内蔵型レンズ」である場合には、その「内蔵型レンズ
」がレンズ側連結部材ＣＰ２等を有しているか否かに応じてマニュアルフォーカス時の動
作が異なる。「内蔵型レンズ」がレンズ側連結部材ＣＰ２等を有していないときには、上
記のような負荷調整機能は実現されない。一方、「内蔵型レンズ」がレンズ側連結部材Ｃ
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Ｐ２等を有しているときには、上記のような負荷調整機能が実現される。
【００９４】
　以上のような動作によっても、マニュアルフォーカス時における操作性を向上させるこ
とができる。
【００９５】
　　＜５．その他＞
　以上、この発明の実施の形態について説明したが、この発明は上記説明した内容のもの
に限定されるものではない。
【００９６】
　たとえば、上記各実施形態においては、回転体（例えば本体側連結部材ＣＰ１、あるい
は回転軸部材６３）の外周部において制動パッド６１による摩擦力を生じさせることによ
って制動負荷を付与する場合を例示したが、これに限定されない。具体的には、図１６に
示すように、本体側連結部材ＣＰ１の後端部側の歯車ＧＲ１に噛み合う歯車ＧＲ２１を設
け、当該歯車ＧＲ２１の端面（歯車ＧＲ２１の回転軸に垂直な面）ＦＴに、制動パッド６
８を接触させるようにしてもよい。この制動パッド６８は、例えば、板バネ６６の付勢力
によって、歯車ＧＲ２１側に向けて押し付けられればよい。
【図面の簡単な説明】
【００９７】
【図１】撮像装置（カメラ本体部）の外観構成を示す斜視図である。
【図２】第１実施形態に係る撮像装置の機能構成を示すブロック図である。
【図３】「非内蔵型レンズ」がカメラ本体部に装着される状況を示す図である。
【図４】本体側連結部材付近を正面側から見た拡大図である。
【図５】本体側連結部材付近の内部構成を示す斜視図である。
【図６】変形例に係る本体側連結部材付近の内部構成を示す図である。
【図７】第２実施形態に係る撮像装置の機能構成を示すブロック図である。
【図８】負荷付与部および負荷調整部付近の構成を示す概略図である。
【図９】第３実施形態に係る撮像装置の機能構成を示すブロック図である。
【図１０】負荷付与部および負荷調整部付近の構成を示す概略図である。
【図１１】データテーブルの一例を示す図である。
【図１２】設定変更画面を示す図である。
【図１３】第４実施形態に係る撮像装置の機能構成を示すブロック図である。
【図１４】駆動切換部を含む駆動機構を示す図である。
【図１５】クラッチ機構が移動した状態を示す図である。
【図１６】変形例に係る制動機構を示す図である。
【符号の説明】
【００９８】
　１，１Ａ～１Ｄ　撮像装置
　２　カメラ本体部
　３　撮影レンズユニット
　２０　ＡＦモジュール
　２５　ＡＦ駆動源
　６０　負荷付与部
　６１，６８　制動パッド
　６２　弾性力付与バネ
　６３，６９　回転軸部材
　７０　負荷調整部
　８０　駆動切換部
　ＣＰ１　本体側連結部材材
　ＣＰ２　レンズ側連結部材材
　ＣＴ　電気接点
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